
播種量調整の手順 （詳しい解説は本書 78～85頁に掲載） 
 

パワーハローにドリルを取り付ける 

 
 

作業機は水平に。圃場で再確認 

 

 

 

 

 



トレー（カバー兼受け皿）の設置 

 
 

シャッタープレートとバッフルプレート（導流板）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ←シャッタープレートとバッフルプレートの仕組み 



シートボックスへ種子投入 

 

 

いよいよキャリブレーション GO！ 

 

 

 

 



バリエーター開度目盛りの設定（早見表を利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



クランクハンドルを回して、種子を落とす 

 

 

トレー（左右）を取り外し、種子量を計算 

 
 

 

 

 

 

 

 



計算機を使いこなす 

 

 



＜早見表とぴったりの場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜種子量が少なかった＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜種子量が多かった＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


